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 令和元年度 第２回「みえ現場de県議会」～若者の県内定着の促進～ を開催します！ 

 
１ 開催趣旨 

若者の首都圏等への流出は、地方の衰退につながる大きな問題です。三重県においても、こ
れまでさまざまな社会減対策が行われてきましたが、依然として転出超過の厳しい状況が続い
ており、特に進学や就職に伴う１５～２９歳の若者の転出超過が全体の約８割を占めています。 
そこで今回は、三重で生まれ育った子どもたちが、あるいは三重で学んだ若者たちが、三重

で働き、暮らし、自己実現を果たせるよう、さまざまな取組を行っている団体や企業、県民の
方々等と、「若者の県内定着の促進」について意見交換を行う「みえ現場de県議会」を開催し、
今後の議会での議論に反映させていきます。 

 
２ 日 時 

令和２年２月１４日（金）１３時３０分から１５時３０分まで 
 
３ 場 所  

三重大学 生物資源学部校舎 １階 大会議室（三重県津市栗真町屋町１５７７） 
  ※ご来場の際は公共交通機関をご利用ください。 

 
４ 参加対象者（予定） 

（１）関係者の方                                   ５人 
     ≪高等学校卒業後の県内定着に向けた取組 

～桑名工業高等学校の日本版デュアルシステムの取組～≫ 

   ・桑名工業高等学校 デュアルシステム担当 教諭  岡
おか

 優志
ゆうじ

 氏 

   ・エイベックス株式会社 代表取締役社長  加藤
かとう

 丈典
たけのり

 氏 
 

     ≪高等教育機関卒業後の県内定着に向けた取組≫ 

   ・三重大学 地域人材教育開発機構 特任講師  織田
おりた

 拓
たく

 氏 

   ・三重創生ファンタジスタクラブ 部長  岡田
おかだ

 まり 氏 

   ・株式会社 光機械製作所  

品質保証室 室長 兼 ひと・ものづくり研究室 室長  米川
よねかわ

 嘉英
よしひで

 氏 
 

（２）一般公募の方（若者の県内定着に関心のある１５～２９歳の方）    ６人 
 

（３）三重県議会議員                          ９人 
(正副議長、広聴広報会議委員、戦略企画雇用経済常任委員長、教育警察常任委員長) 

                                 ［合計 ２０人］ 
 
５ 内 容  
   進行：副議長（広聴広報会議座長） 

（１）開会あいさつ 

  （２）活動紹介、意見交換 
 
６ 主 催 
   三重県議会広聴広報会議 

令和元年１２月２３日 
連  絡  先 

議会事務局 企画法務課 企画広聴班 

担当者: 伊藤、柳本 

電 話: 059-224-2877  FAX: 059-229-1931 
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テーマ等の公募結果 
 
 

三重県議会では、より県民視点に立った広聴活動を実施するとともに、県民の皆さんに県議

会に対する関心を高めていただけるよう、令和元年度 第２回「みえ現場de県議会」のテーマ

等について、令和元年１０月１日から１０月１８日にかけて公募したところ、４件の応募をい

ただきました。 

この公募結果をふまえ、三重県議会広聴広報会議において協議し、実施内容を決定しました。 

 

公募結果の概要は次のとおりです。 

                  （①～④は、応募いただいた順） 

 テーマ 

①  インターンシップ（職場体験）を就活の手段に 
 
≪テーマ推薦理由等≫ 

若者の離職問題対策として、学生時代の職場体験は非常に重要。インターンシップを実施して

いる学校と受入企業に本音を聞くとよい。 

②  三重県県出身の学生及び県内在学の学生の県内企業への就職促進による若者人口の

増加と活性化 
 
≪テーマ推薦理由等≫ 

学生に県内企業の魅力を伝え、就職先の選択肢に加えてもらうことで、若者の県外流出に歯止

めがかかり、若者人口の増加や県の活性化につながる。 

③  犯罪被害者支援のための（加害者の）再発防止の取組 
 
≪テーマ推薦理由等≫ 

刑法犯の検挙人数は減少しているが、逮捕者全体に占める再犯率は増加しており、再犯者の約

70％が「無職」であるなど、職の有無は重要である。被害者支援と併せて加害者支援も大切。 

④  地域、企業、若者がつながる社会の仕組み作り 
 
≪テーマ推薦理由等≫ 

次世代を担う若者が仕事や生活の場を未来の町づくりにどう盛り込んでいくか、次世代に必要

とされる地方創生を考えることで、若者の県内定着や次に残る地域づくりにつながる。 

 

 

応募いただいたテーマのうち、①②④は共通の課題が認められたことから合わせて、「若者

の県内定着の促進」をテーマとすることを決定しました。 

参加団体についても、応募のあった推薦団体を中心に、協力いただける企業等を加え、決定

しました。 

 

 

 

 

 

 

参 考 ２ 
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